



































































　1970 〜 80 年代のアメリカにおいては，主に心理的ディストレス研究の文脈で，仕事と家庭生活
の葛藤が研究されていた。ただ，ディストレス研究は必ずしもワーク・ファミリー・コンフリクト
研究それ自体から発したものではない。むしろ 1960 年代においては，ベティ・フリーダンの問題














　ただ，1970 年代から 1980 年代にかけて，女性にとって職業生活がもたらすネガティブな影響に
ついての研究が優勢になっていく。典型的には，小さな子どもを持つ女性の労働力参加がディスト
レスの高まりの背後にある，という知見（McLanahan & Adams 1987）が受け入れられていく。
　1970 年代には，高まりつつあった女性の労働力参加を受けて，主にアメリカの研究ジャーナル
で，「work life conflict」（ワーク・ライフ・コンフリクト，仕事と家庭（生活）の葛藤）という概
念のもとでの一連の研究が盛んになる（Pleck et al. 1980）。ワーク・ライフ・コンフリクト研究は
組織・経営とメンタル・ヘルスとの関係を研究する分野を中心に展開されるが，社会学に関連の深































書評が掲載されている（朝日新聞夕刊 2002 年 7 月 26 日）。
　研究の文脈では，2002 年，『日本労働研究雑誌』上で「ワーク・ライフ・バランスを求めて」と
いう特集が組まれている。ここでは，「ファミリー・フレンドリー」という概念がしばしば登場す
る。大規模社会調査については，2004 年，「第 2 回全国家族調査（NFRJ03）」にて「悩みや不安：
仕事のために家族との時間がとれないと感じたことがあったか」という設問が盛り込まれている。












































一般従業者 自営業 計 一般従業者 自営業 計
あてはまる
（人） 175 19 194 75 6 81
（％） 14.44 9.41 13.72 14.68 10.34 14.24
まああてはまる
（人） 324 39 363 140 8 148
（％） 26.73 19.31 25.67 27.4 13.79 26.01
あまりあてはまらない
（人） 406 62 468 182 16 198
（％） 33.50 30.69 33.1 35.62 27.59 34.8
ほとんどあてはまらない
（人） 307 82 389 114 28 142
（％） 25.33 40.59 27.51 22.31 48.28 24.96
計
（人） 1,212 202 1,414 511 58 569






（4）　もちろん，まったくないわけではない。König & Cesinger（2015）あるいは Sevä & Öun（2015），あるいはそ
こで参照されている研究などをみてほしい。


















　たとえば，毎年行われる国際比較社会調査プロジェクトである ISSP（International Social 
Survey Programme）では，2015 年に第 4 回の Work Orientations 調査が行われた（8）。そこでは，
下記のような設問と選択肢が与えられている。
　　How often do you feel that the demands of your job interfere with your family life?
　　How often do you feel that the demands of your family life interfere with your job?
　　（選択肢）Always, Often, Sometimes, Hardly ever, Never, Can’t choose, No answer, refused.















































































































































































































Gove, W. R.（1972）“The Relationship Between Sex Roles, Marital Status, and Mental Illness”, Social 
Forces, 51（1）：34-44.







König, S. & B. Cesinger（2015）“Gendered Work-Family Conflict in Germany：Do Self-Employment and 
Flexibility Matter? ”, Work, Employment & Society, 29（4）：531-549.
Lewis, J.（2006）“Work / Family Reconciliation, Equal Opportunities and Social Policies”, Journal of 









Pleck, J. H., G. L. Staines, & L. Lang（1980）“Conflicts between Work and Family Life”, Monthly Labor 
Review, 103（3）：29-32.
酒井泰斗・浦野茂・前田泰樹・中村和生（2009）『概念分析の社会学』ナカニシヤ出版。
Sevä, J. I. & I. Öun（2015）“Self-Employment as a Strategy for Dealing with the Competing Demands of 






Small, S. A. & D. Riley（1990）“Toward a Multidimensional Assessment of Work Spillover into Family 
Life”, Journal of Marriage and Family, 52（1）：51-61.
末盛慶（1999）「夫の家事遂行および情緒的サポートと妻の夫婦関係満足感―妻の性別役割意識による交
互作用」『家族社会学研究』11：71-82。
Täht, K. & M. Mills（2016）Out of Time：The Consequences of Non-standard Employment Schedules for 












第 2 次報告書，No.1』第 1 巻，日本家族社会学会全国家族調査委員会，第 1 章，17-34。
Yoshida, A.（2010）Cultural Lag, Anomie, and Single Women in Japan, University of Oklahoma, Ph.D. 
dissertation.
